





愛知大学豊橋研究支援課課長? 田辺 勝巳 































そして 5 年間のプロジェクトが終了致し、1 年間お休みの後、2012 年に再度、文部科学
省に申請したのが私立大学戦略的研究基盤形成支援事業で、5 年間のプロジェクトでござ
います。研究代表者は当時センター長の馬場名誉教授で、藤田名誉教授、小生で申請し採































て、今年も 10 月 23 日の日曜日、














間、私が担当する前は 2,000 名ぐらいの訪問者でした。さわやかウォーキングでは、朝 8






























































沖縄 130 名、長崎 200 名、岐阜 120 名、広島 280 名、松本 220 名でした。資料左側見て
もらいますと開催期間を記載しています。何日間で開催したか。富山は 2 日間、沖縄 2 日
間というように従来 2 日間開催をしていたのですが、ふと思ったのが、「たった 2 日間だ
けでこれだけの労力はコストパフォーマンスが合わないな」と。そこで長崎は先行パネル




































































































































































































































































































































































































































































用せず閉館状態でした。2 年前の 2013 年に築 100 年ということで、せっかくの機会だか
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?らと「築 100 年」と題して公開しまし
た。本学としても初めての試みでした。
「何人集まるのだろう。集まり過ぎても
困るし少なくても困るし、建物の底が抜
けても困る。」と心配ばかりでした。2 週
つづけての土曜日に公開したのですが、
初日の土曜日午後は口コミだけで 300
人ぐらい集まりました。新聞にも記事に
され翌週は約 700 人集まりました。建
物内にはこのようなスペースがあり、趣
がすごくありますね。いっぽう古い建物
ですから改修するとこもたくさんある
のです。この財産をどうするのか、そし
て地域に根差した大学として今後どう
進めていくのか、古き財産をみつめては
感じております。 
本日、東亜同文書院大学記念センター
事業について紹介させていただきまし
た。歴史ある
愛知大学を
後世に残し
ていく。これ
が私どもの
ミッション
であり、みな
さまには、こ
れからもご
支援をいた
だきたくお
願い申し上
げます。 
ご清聴あ
りがとうご
ざいました。 
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